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けた。ほどなく担当のＯさんという女性がやってきて打ち合わせとなった。すぐさま生徒たちの障 いの程度を訊く。Ｏさんの答えは「人それぞれ」と こと。こりゃ現場に行ってから考 るしかないな…。
最初に断っておくが、僕はハンディ ップを持つ者











スターは「上を向いて歩こう」で有名な、あの坂本九さんだ。日曜朝九時と九さんをかけて、 番組名は 「サンデー九（きゅう） 」となった。
放送初回から、僕の目は釘づけである。北海道のさま
ざまな地域で暮らす障がい者のもと 九さんが訪れ 取材をし、 自らの言葉で視聴者に語りかける。とりわけ （何回目の放送だったかは忘れたが） 「どうして障がいを持った人たちを遠くへと追いやる でしょう？だれだっ 齢（とし）をとれば障がいをもつのに」という言葉は心にささった（四〇年以上も前 話をこんなにスラスラ書けるのがその証拠である） 。
近所にあたりまえのように障がい者がいて、その環境
下で育った僕の思いは完全に さんとリンクした あの番組と、そして九さんが自分 与え 影響が大きかったことは間違いない。
余談だが、その頃赤面症を直そうとはじめた演劇がも










た。月曜 ら金曜までの週五日。朝九時半から三〇分間は「健康」 。健康状況のチェックと軽い運動をしてミーティングに入る。一 時半からは「各プログラム」となっていて、さまざまなレッスンメニューが用意されている。お昼をはさみ午後一時からも九〇分の授業。そのあとのミーティングで一日が終わる。年
間行事も目白押しだ。地域のお祭りへの参加はもちろん、サマーキャンプにハロウィン、修学旅行はなんと東京ディズニ ランドだ。とにかく外に出て健常者の目に触れ、一緒に活動する。なんとアクティブな知的障がい者集団か。
気になったので日常の生活訓練等にかかる費用（つま


















































































と楽しそうに歌い、歩くシーンが二ヶ所あるのだが、あの「大きな声が怖 」と外に出ていった女の子が、このシーンを観るために教室に戻ってきたのだ。それどころかいつの間にか まじっていっしょに歌ってい ！どうやら大きな声に慣れたようだ。スタッフには「公演に出たい」と言っているという（写真9） 。
あいかわらず進んだり戻ったりの稽古だが、ふと気が
ついた。チャレンジ 若者 ちは稽古を休まない！「健康管理も役者の仕事、カゼ ひ りケガしたりしないように！」と言った手前、僕もカゼで休んだりは出来いが、それにしても二〇名が毎回稽古 顔をそろえると
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